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名
古
屋
教
区
に
任
命
さ
れ

た
ミ
カ
エ
ル
松
浦
悟
郎
司
教

の
着
座
式
が
６
月
13
日
、
司

教
座
聖
堂
で
あ
る
布
池
教
会

で
荘
厳
に
執
り
行
わ
れ
た
。

内
陣
に
は
司
教
団
の
席

と
、
ミ
サ
で
奉
仕
の
役
割
の

あ
る
司
祭
、
助
祭
、
侍
者
の

席
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
会

衆
席
の
左
ブ
ロ
ッ
ク
前
方
に

80
席
ほ
ど
の
司
祭
席
が
準
備

さ
れ
て
い
た
。

司
式
は
野
村
純
一
司
教
で

始
ま
り
松
浦
悟
郎
司
教
に
引

き
継
が
れ
た
。

教
皇
大
使
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・

チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
、
東

京
教
区
の
岡
田
武
夫
大
司

教
、
大
阪
教
区
の
前
田
万
葉

大
司
教
、
長
崎
教
区
の
高
見

三
明
大
司
教
、
そ
し
て
北
は

札
幌
教
区
の
勝
谷
太
治
司

教
、
仙
台
教
区
・
平
賀
徹
夫

司
教
名
代
と
し
て
の
小
野
寺

神
父
、
東
京
教
区
の
幸
田
和

生
補
佐
司
教
、
京
都
教
区
の

大
塚
喜
直
司
教
、
広
島
教
区

教
区
管
理
者
と
し
て
の
肥
塚

神
父
、
高
松
教
区
の
諏
訪
榮

治
郎
司
教
、
福
岡
教
区
の
宮

原
良
治
司
教
、
大
分
教
区
の

浜
口
末
男
司
教
と
平
山
高
明

名
誉
司
教
、
那
覇
教
区
の
押

川
壽
夫
司
教
が
並
び
、
87
人

の
司
祭
、
4
人
の
助
祭
、
12

人
の
侍
者
が
奉
仕
し
た
。

会
衆
の
た
め
の
席
は
大
聖

堂
内
に
約
600
席
、
地
下
ホ
ー

ル
に
特
設
さ
れ
た
200
席
は
満

席
で
、
立
ち
見
が
大
聖
堂
に

約
250
人
、
さ
ら
に
地
下
ホ
ー

ル
入
口
の
階
段
部
分
に
も
30

人
程
度
が

溢
れ
、
参

列
者
は
千

人
を
超
え

た
。
聖
体

拝
領
時
に

は
、松
浦
、

野
村
の
両

司
教
の
ほ

か
11
人
の

司
祭
が
奉

仕
し
た
ほ

ど
だ
っ

た
。布

池
教

会
の
主
任
司
祭
・
平
田
豊
彦

神
父
が
式
長
を
、
高
蔵
寺
教

会
・
早
川
努
神
父
が
そ
の
補

佐
を
務
め
て
、
１
９
９
９
年

に
大
阪
で
司
教
叙
階
さ
れ
た

松
浦
悟
郎
司
教
を
新
し
い
教

区
長
と
し
て
迎
え
た
。

入
堂
の
混
乱
を
避
け
る
た

め
、
司
教
団
を
中
心
と
し
た

行
列
に
一
部
の
司
祭
が
加

わ
っ
た
ほ
か
は
、
司
祭
団
は

あ
ら
か
じ
め
着
席
し
て
い

た
。「
し
あ
わ
せ
な
人
」
が

歌
わ
れ
る
大
聖
堂
に
司
教

団
・
司
祭
団
が
入
堂
し
、
野

村
司
教
の
司
式
で
ミ
サ
が
始

め
ら
れ
た
。

開
祭
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、駐
日
教
皇
大
使
ヨ
ゼ
フ・

チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
が
日

本
語
で
挨
拶
し
た
。
野
村
司

教
の
在
任
22
年
間
の
労
苦
を

ね
ぎ
ら
い
、
松
浦
司
教
を
励

ま
し
、
教
区
民
に
神
の
愛
を

示
し
、
聖
母
の
取
り
次
ぎ
を

願
っ
て
挨
拶
は
締
め
く
く
ら

れ
た
。

大
使
は
続
い
て
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
教
皇
に
よ
る
任
命
書
を

ラ
テ
ン
語
で
読
み
上
げ
た
。

さ
ら
に
こ
れ
を
日
本
語
で
、

教
区
事
務
局
長
の
平
田
政
信

神
父
が
朗
読
し
た
。

任
命
書
に
は
教
皇
の
松
浦

司
教
へ
の
期
待
と
信
頼
が
よ

く
表
れ
て
お
り
、「
信
徒
の

模
範
と
な
る
」よ
う
に
、「
司

教
と
父
親
と
し
て
の
務
め
を

果
た
す
」よ
う
に
と
諭
し
た
。

任
命
書
の
朗
読
が
終
わ
る

と
野
村
司
教
か
ら
松
浦
司
教

に
バ
ク
ル
ス
（
牧
杖
）
が
手

渡
さ
れ
、
司
牧
の
権
限
と
義

務
が
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
目

に
見
え
る
形
で
示
し
た
。

感
謝
の
歌
と
し
て
「
ひ
と

つ
に
な
ろ
う
」
が
歌
わ
れ
る

中
、
厳
か
に
司
教
座
に
「
着

座
」
さ
れ
た
。

教
区
の
司
祭
団
、
修
道
女

た
ち
と
在
俗
会
員
た
ち
、
す

べ
て
の
信
徒
を
代
表
し
て
、

司
教
総
代
理
の
岩
崎
一
ニ
三

神
父
が
歓
迎
の
言
葉
を
贈
っ

た
。
野
村
司
教
の
こ
れ
ま
で

の
働
き
に
敬
意
と
感
謝
を
表

し
、「『
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
』

を
歌
っ
て
迎
え
た

こ
の
大
き
な
喜
び

の
日
。
松
浦
司
教

の
指
導
に
従
い
共

に
歩
ん
で
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

松
浦
司
教
の
先

唱
で
あ
わ
れ
み
の

賛
歌
、
栄
光
の
賛

歌
が
奉
げ
ら
れ
集

会
祈
願
を
祈
っ

た
。助

祭
の
福
音
朗

読
が
終
わ
る
と
説

教
で
松
浦
司
教

は
、
教
皇
大
使
と

の
ユ
ー
モ
ア
に
満

ち
た
談
話
の
一
部
を
紹
介
し

会
衆
の
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し

た
。大

使
は
松
浦
司
教
に
「
あ

な
た
は
パ
パ
様
か
ら
ア
・
ギ

フ
ト
（a gift

＝
贈
り
物
）

を
い
た
だ
い
た
」
と
言
い
、

「
ア
・
ギ
フ
ト
」「
ア
・
ギ
フ

ト
」と
繰
り
返
し
た
と
い
う
。

こ
れ
は
名
古
屋
教
区
を
構
成

す
る
五
つ
の
県
、
愛
知
、
岐

阜
、
石
川
、
福
井
、
富
山
の

ロ
ー
マ
字
表
記
の
頭
文
字
、

Ａ
、
Ｇ
、
Ｉ
、
Ｆ
、
Ｔ
を
表

し
て
い
て
、
す
な
わ
ち
大
使

の
言
葉
遊
び
だ
っ
た
の
だ
。

続
い
て
松
浦
司
教
は
、
い

く
つ
か
の
聖
句
を
用
い
て
私

た
ち
に
、
信
仰
と
宣
教
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
教
会
共
同

体
の
あ
り
方
と
社
会
に
関
わ

る
使
命
に
つ
い
て
説
い
た
。

多
様
な
国
籍
の
信
徒
が
共

同
祈
願
を
祈
っ
た
。
最
後
に

祈
っ
た
の
は
子
供
の
代
表

だ
っ
た
。「
司
教
様
と
早
く

仲
良
く
な
れ
ま
す
よ
う
に
」。

堂
内
は
優
し
い
微
笑
み
に
満

た
さ
れ
た
。

聖
体
拝
領
で
は
松
浦
司
教

み
ず
か
ら
聖
体
容
器
を
持
っ

て
地
下
ホ
ー
ル
に
降
り
て
い

き
、
ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て

間
接
的
に
し
か
祭
壇
を
見
る

こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
人
々

へ
の
配
慮
を
示
し
た
。

拝
領
祈
願
が
終
わ
る
と
日

本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会

会
長
・
岡
田
武
夫
大
司
教

が
、
名
古
屋
教
区
民
へ
の
祝

い
、
野
村
司
教
へ
の
労
い
と

感
謝
、
松
浦
司
教
へ
の
期
待

と
励
ま
し
を
織
り
込
ん
だ
言

葉
で
挨
拶
を
述
べ
た
。

青
年
信
徒
の
手
で
野
村
司

教
、
松
浦
司
教
に
花
束
が
贈

ら
れ
た
。

松
浦
司
教
に
よ
っ
て
荘
厳

な
派
遣
の
祝
福
を
受
け
た
参

列
者
で
カ
テ
ド
ラ
ル
に
は
大

き
な
喜
び
が
あ
ふ
れ
た
。

〈
名
古
屋
教
区
略
史
〉

私
た
ち
の
名
古
屋
教
区
の

歴
史
は
、
１
９
２
２
年
２
月

18
日
、
東
京
教
区
の
一
部

だ
っ
た
愛
知・岐
阜
両
県
と
、

新
潟
使
徒
座
知
牧
区
の
一
部

だ
っ
た
富
山
・
石
川
・
福
井

の
３
県
を
合
わ
せ
た
、
名
古

屋
使
徒
座
知
牧
区
の
新
設
に

始
ま
る
。

司
牧
は
神
言
修
道
会
に
委

託
さ
れ
、
新
潟
知
牧
区
長
で

あ
っ
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
イ
ネ

ル
ス
神
父
が
名
古
屋
知
牧
区

の
使
徒
座
任
命
管
理
者
を
兼

任
し
た
。
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父

は
26
年
、
新
潟
知
牧
区
長
を

辞
任
し
、
名
古
屋
知
牧
区
長

に
就
任
。
41
年
に
は
ラ
イ
ネ

ル
ス
神
父
の
辞
任
に
よ
っ
て

松
岡
孫
四
郎
神
父
が
使
徒
座

任
命
管
理
者
と
な
り
、
45
年

に
知
牧
区
長
に
就
任
し
た

（
松
岡
神
父
は
53
年
ま
で
新

潟
使
徒
座
知
牧
区
も
兼
任
し

た
）。
62
年
４
月
16
日
、
名

古
屋
使
徒
座
知
牧
区
は
司
教

区
に
昇
格
。
松
岡
神
父
は
初

代
教
区
司
教
に
叙
階
さ
れ

た
。
69
年
６
月
26
日
、
松
岡

司
教
の
辞
任
に
よ
り
、
東
京

教
区
・
相
馬
信
夫
神
父
が
後

任
と
し
て
任
命
を
受
け
、
同

年
９
月
15
日
、
司
教
に
叙
階

さ
れ
た
。
93
年
４
月
５
日
、

相
馬
司
教
の
後
任
と
し
て
野

村
純
一
神
父
が
任
命
を
受

け
、
同
年
７
月
４
日
、
司
教

に
叙
階
さ
れ
た
。

２
０
１
５
年
３
月
29
日
、

野
村
司
教
の
後
任
と
し
て
大

阪
教
区
補
佐
司
教
だ
っ
た
松

浦
悟
郎
司
教
が
任
命
を
受
け

た
。

〈
松
浦
司
教
略
歴
〉

１
９
５
２
年
９
月
28
日
、

愛
知
県
名
古
屋
市
に
生
ま
れ

る
。
81
年
３
月
21
日
、
司
祭

叙
階
。
99
年
４
月
19
日
、
大

阪
教
区
補
佐
司
教
に
任
命
さ

れ
る
。
同
年
７
月
17
日
、
司

教
叙
階
。
２
０
１
５
年
３
月

29
日
、
名
古
屋
教
区
司
教
に

任
命
さ
れ
る
。（
こ
れ
ら
は

カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ

て
い
る
）

（
取
材
・
新
内
飛
鳥

�

＝
南
山
教
会
）

野
村
司
教
様
、
22
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
浦
司
教
様
、
よ
う
こ
そ
。 

「
早
く
仲
良
く
な
れ
ま
す
よ
う
に
」

教区ホームページ

福音の
ひびき

7月の説教者

5 日　年間第14主日
早川　努

（高蔵寺教会）

12日　年間第15主日
竹谷　基

（多治見・瑞浪教会）

19日　年間第16主日
シンディ・カニシウス・ケンタック

（岐阜教会）

26日　年間第17主日
北向　修一

（春日井教会）

布
池
教
会
司
教
座
聖
堂 

７
月
５
日
㈰
午
後
２
時

司
教
叙
階
記
念

司　

祭

修
道
者
金
銀
祝 

祝
賀
会

ミ
サ

パ
ー
テ
ィ
ー

　

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

平
和
旬
間

８
月
６
日
～
15
日
ま
で

松浦司教、喜びの着座式

標語“Pax et Justitia Christi in terris”
（キリストの正義と平和がこの地上に）
このシンボルは十字架（点線）によって結ばれてい
るアルファベットの P と J から成り、「握手」と「鳩」
がイメージされている。
これは、キリストの正義（Justitia）に基づく平和

（Pax）が全被造物（緑）を調和させ、神の国を完
成に導くことを表す。
特に、人間の尊厳が踏みにじられているこの地上で

（in terris）聖霊（鳩）の光を浴びて歩む希望をしめす。

司
教
紋
章
の
説
明
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二
〇
一
五
年

　
名
古
屋
教
区
年
間
テ
ー
マ

二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

　
　
　
　
　
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る

ペ
ト
ロ
松
岡
孫
四
郎
初
代

名
古
屋
教
区
司
教
さ
ま
の
説

教
は
い
つ
も
、
ペ
ト
ロ
は
三

度
、
イ
エ
ス
さ
ま
を
知
ら
な

い
と
言
っ
た
。
そ
の
時
に
鶏

が
鳴
い
て
、
イ
エ
ス
さ
ま
の

悲
し
い
眼
差
し
に
射
ら
れ
、

激
し
く
泣
い
た
、
と
い
う
お

話
で
し
た
。
そ
れ
は
さ
て
お

き
、
私
ど
も
名
古
屋
教
区
民

が
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、

現
在
の
布
池
大
聖
堂
は
故
松

岡
司
教
さ
ま
の
並
々
な
ら
ぬ

ご
尽
力
に
よ
っ
て
献
堂
さ
れ

た
事
で
す
。

後
を
継
が
れ
た
ア
ロ
イ
ジ

オ
相
馬
信
夫
司
教
さ
ま
は
、

正
義
と
平
和
委
員
会
な
ど
で

の
ご
活
躍
で
、
社
会
派
司
教

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
お

傍そ
ば

近
く
で
長
く
仕
え
ら
れ
た

野
村
司
教
さ
ま
は
、「
相
馬

司
教
さ
ま
は
社
会
派
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
を

と
て
も
大
切
に
な
さ
っ
た
方

で
す
」
と
仰
お
っ
し
ゃい
ま
す
。
毎

日
早
朝
に
聖
務
日
祷
で
神
さ

ま
へ
の
賛
美
を
捧
げ
る
こ
と

で
、
１
日
の
半
分
以
上
の
仕

事
を
終
え
た
よ
う
な
平
安
と

喜
び
を
も
っ
て
、
毎
日
の
お

仕
事
に
励
ま
れ
る
方
で
し

た
。
ど
ん
な
人
も
受
け
容
れ

る
大
き
な
愛
で
、
最
後
の
責

任
は
い
つ
も
ご
自
分
が
取
ら

れ
、
様
々
な
人
と
活
動
と
を

積
極
的
に
支
援
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
ら
が
私
た
ち
の

目
に
は
、
露
わ
な
社
会
的
活

動
と
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
野
村
純
一

司
教
さ
ま
は
、
初
め
て
名
古

屋
教
区
内
か
ら
出
た
司
教
さ

ま
で
し
た
。
信
徒
か
ら
直
接

に
様
々
な
問
題
が
司
教
さ
ま

の
も
と
に
寄
せ
ら
れ
、
中
に

は
、
夫お
の
々お
の
の
小
教
区
司
祭
へ

の
苦
情
も
か
な
り
あ
る
よ
う

で
す
が
、
そ
ん
な
時
、
野
村

司
教
さ
ま
は
、「
わ
た
し
は

い
つ
で
も
、
司
祭
の
側
に
立

ち
ま
す
。
何
故
な
ら
、
司
祭

は
、
わ
た
し
以
外
に
後
ろ
盾

に
な
る
人
は
い
な
い
か
ら
で

す
」
と
明
確
に
仰
お
っ
し
ゃい
ま
す
。

後
期
高
齢
者
と
な
ら
れ
て

も
野
村
司
教
さ
ま
は
、
北
陸

へ
の
堅
信
式
な
ど
も
、
鞄
ひ

と
つ
で
片
道
３
時
間
余
り
の

道
の
り
を
自
ら
車
を
運
転
し

て
往
復
し
、
司
教
館
で
は
朝

食
は
も
と
よ
り
、
ま
か
な
い

の
な
い
日
に
は
昼
も
夜
も
自

炊
を
し
、
自
ら
洗
濯
を
さ
れ

名
古
屋
教
区
カ
ト
リ
ッ
ク

女
性
の
会
「
樹
の
会
」
第
８

回
総
会
が
、５
月
16
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
、
深
堀
冴
子
会

長
は
創
立
当
初
か
ら
の
目
標

だ
っ
た
「
日
カ
連
」
に
加
盟

し
、
全
国
の
女
性
と
情
報
交

換
の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
出

来
る
報
告
を
し
た
。又
、「
樹

の
会
」
を
教
区
内
に
浸
透
さ

せ
、
会
員
の
増
員
を
図
る
為

に
、
今
後
も
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

で
小
教
区
を
訪
問
す
る
。
賛

助
会
員
や
手
作
り
品
作
製
の

ご
協
力
と
祈
り
に
よ
っ
て
支

え
て
欲
し
い
と
挨
拶
し
た
。

大
橋
嘉
男
協
力
司
祭
は
、

今
年
は
信
徒
発
見
150
年
に
あ

た
り
、
今
後
カ
ト
リ
ッ
ク
は

ど
う
な
る
の
か
、
江
戸
時
代

よ
り
も
こ
れ
か
ら
が
大
変

な
の
で
は
な
い
か
。「
大
樹
」

は
イ
エ
ス
、「
樹
の
会
」
の

よ
う
な
小
さ
な
会
が
活
動
す

べ
き
で
あ
る
。
自
分
の
小
教

区
（
家
）
を
忘
れ
ず
刺
激
し

合
い
な
が
ら
の
助
け
合
い
が

必
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

今
年
度
は
役
員
の
交
代
が

あ
り
、
会
長
深
堀
冴
子
、
副

会
長
松
坂
美
幸
・
千
村
か
つ

子
、
会
計
北
村
幸
子
、
日
カ

連
理
事
金
森
タ
イ
が
承
認
さ

れ
た
。会
員
43
名
の
出
席（
委

任
状
含
む
）
の
も
と
、
２
０

１
４
年
度
の
活
動
報
告
・
決

算
報
告
・
会
計
監
査
、
２
０

１
５
年
度
の
活
動
案
・
予
算

案
と
も
に
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。
日
カ
連
に
加
盟
し

た
こ
と
も
あ
り
、
会
則
が
一

部
改
正
さ
れ
た
。

講
演
会
に
は
60
余
名
が
参

加
し
、浜
口
吉
隆
司
祭
が「
愛

と
希
望
と
人
生
の
意
味
を
活

か
す
―
Ｖ
・
フ
ラ
ン
ク
ル

の
思
想
に
基
づ
い
て
―
」
と

題
し
て
講
演
さ
れ
た
。

「
樹
の
会
」
の
使
命
を
表

す
聖
書
の
言
葉
と
し
て
、「
テ

サ
ロ
ニ
ケ
3
・
12

－

13
」
を

紹
介
。

Ⅰ
．「
人
間
の
尊
厳
性
と

人
間
の
召
命
を
生
き
る
」
創

世
記
「
神
の
似
姿
」
で
あ
る

人
間
人
格
の
尊
厳
か
ら
始
ま

り
、
神
と
の
対
話
に
招
か
れ

て
い
る
。
共
同
生
活
は
人
格

的
交
わ
り
の
最
初
の
形
態
で

あ
り
、
人
間
は
宗
教
的
な
召

命
を
含
む
自
分
の
召
命
を
成

就
す
る
等
私
た
ち
が
神
か
ら

呼
ば
れ
て
生
ま
れ
た
こ
と
も

召
命
で
あ
る
。

Ⅱ
．「
神
と
の
関
係
に
お

け
る
信
仰
と
希
望
と
愛
を
生

き
る
」
信
仰
の
創
始
者
イ
エ

ス
を
見
つ
め
て
生
き
る
、
信

仰
・
希
望
・
愛
は
神
か
ら
注

が
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
．「
生
き
る
意
味
と
病

気
と
苦
悩
に
つ
い
て
」
病
気

と
苦
悩
は
同
じ
で
は
な
い
。

重
要
な
こ
と
は
運
命
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
る
か
、
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
か
と
い

う
心
の
姿
勢
、
向
き
合
う
自

分
自
身
の
態
度
が
重
要
で
、

人
生
の
苦
悩
を
引
き
受
け
る

覚
悟
が
求
め
ら
れ
る
。
病
気

に
な
っ
て
初
め
て
何
が
貴
重

な
も
の
で
あ
る
か
が
体
験
出

来
る
し
、
存
在
し
て
い
る
だ

け
で
価
値
が
あ
る
。
人
間
は

苦
悩
に
お
い
て
も
成
長
し
成

熟
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
病
に
よ
り
、
車
椅
子
の

生
活
を
余
議
な
く
さ
れ
て
い

る
浜
口
司
祭
だ
か
ら
こ
そ
、

苦
悩
の
受
け
止
め
方
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
お
話
さ

れ
感
動
を
与
え
る
講
演
で

あ
っ
た
。

最
後
に
「
聖
母
の
取
り
成

し
を
求
め
る
祈
り
」
を
捧
げ

て
講
演
会
を
終
え
た
。

（
ミ
サ
と
例
会
は
、
毎
月
第

２
火
曜
日
10
時
よ
り
南
山
教

会
。
入
会
希
望
の
方
は
事
務

局
ま
で
お
電
話
を
）（
☎
０

５
２

－

８
３
２

－

６
６
９

５　

深
堀
）

�

（
文
責　

千
村
か
つ
子
）

　
松
浦
司
教
さ
ま
、

　
　
　
お
帰
り
な
さ
い
！

「
樹
の
会
」
日
カ
連
に
加
盟

る
日
々
な
の
で
す
。
東
区
の

民
生
委
員
の
方
が
、
司
教
館

に
は
独
居
老
人
が
い
る
か
ら

と
訪
ね
て
来
ら
れ
る
そ
う
で

す
。新

し
い
名
古
屋
教
区
長
と

な
ら
れ
た
ミ
カ
エ
ル
松
浦
悟

郎
司
教
さ
ま
は
、
名
古
屋
生

ま
れ
で
、
八
事
聖
霊
幼
稚
園

ご
卒
園
で
す
か
ら
、
シ
ス

タ
ー
方
か
ら
は
今
で
も
「
ゴ

ロ
ー
ち
ゃ
ん
、
ゴ
ロ
ー
ち
ゃ

ん
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
松
浦

司
教
さ
ま
は
、
は
た
し
て
貧

乏
名
古
屋
教
区
で
上
手
に

や
っ
て
い
か
れ
る
で
し
ょ
う

か
。
い
つ
に
、
大
牧
者
主
キ

リ
ス
ト
に
従
わ
れ
る
牧
者
松

浦
司
教
さ
ま
と
、
小
牧
者
の

神
父
様
方
の
導
き
に
、
ど
こ

ま
で
も
付
い
て
ゆ
く
羊
で
あ

る
私
た
ち
信
徒
の
、
一
致
協

力
に
掛
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

ち
ま
た
で
は
、
松
浦
司
教

さ
ま
は
、
社
会
派
司
教
の

リ
ー
ダ
ー
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
決
し
て
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
信
仰
共

同
体
の
内
で
の
沈
黙
を
と

て
も
大
切
に
な
さ
い
ま
す
。

あ
の
サ
ム
エ
ル
を
引
用
し

て
「
主
よ
、
お
話
し
く
だ
さ

い
。
し
も
べ
は
、
聴
い
て
お

り
ま
す
。」
と
、
沈
黙
の
中

で
、
静
か
な
細
い
声
に
、
ひ

た
す
ら
耳
を
傾
け
る
よ
う
に

私
た
ち
を
導
か
れ
ま
す
。
他

な
ら
ぬ
十
字
架
へ
の
道
を
、

先
立
っ
て
進
ま
れ
る
大
牧
者

で
あ
る
主
の
み
声
に
、
い
つ

も
聴
き
従
い
倣
わ
れ
る
真
の

牧
者
で
あ
る
松
浦
司
教
さ
ま

に
、
私
た
ち
教
区
民
は
喜
ん

で
従
っ
て
参
り
ま
す
。

（
信
徒
使
徒
職
協
議
会　

�

会
長　

滑
川
正
雄
）

今
年
３
月
14
日
、
信
徒
使

徒
職
協
議
会
の
事
務
所
に
て

新
旧
役
員・理
事
を
対
象
に
、

白
川
グ
ル
ー
プ
と
し
て
22
年

間
も
の
間
、
実
質
的
に
は
、

御
夫
婦
お
二
人
で
ホ
ー
ム
レ

ス
へ
お
に
ぎ
り
や
お
か
ず
、

バ
ナ
ナ
等
を
手
作
り
で
提
供

し
続
け
た
高
木
御
夫
妻
の
お

話
を
聞
く
機
会
を
「
感
謝
の

会
」
と
銘
し
て
開
催
し
ま
し

た
。
信
徒
使
徒
職
協
議
会
は

活
動
の
一
環
と
し
て
、「
お

米
の
一
握
り
運
動
」
の
お
米

を
、
こ
の
白
川
グ
ル
ー
プ
へ

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
お
二
人
の
高
齢
化
と
体

力
の
衰
え
で
残
念
な
が
ら
昨

年
12
月
に
や
む
な
く
終
了
さ

れ
ま
し
た
。
今
か
ら
35
年
前

の
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
映
画
で

感
銘
を
受
け
、
来
名
の
折
り

直
接
握
手
が
出
来
た
事
か
ら

信
仰
を
生
き
る
事
の
意
味
を

考
え
た
。
同
じ
こ
ろ
、
市
内

の
雑
踏
の
中
に
い
な
が
ら
誰

に
も
声
を
掛
け
ら
れ
な
か
っ

た
一
人
の
外
国
人
青
年
の
行

き
倒
れ
記
事
を
目
に
し
て
、

キ
リ
ス
ト
の
教
え
を
実
践
す

る
人
は
誰
も
い
な
い
の
か
？

と
心
が
痛
ん
だ
。
そ
し
て
自

分
の
信
仰
を
顧
み
た
。
１
９

９
２
年
ご
ろ
、「
お
に
ぎ
り

配
り
」
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
る

20
代
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
青
年

と
知
り
合
い
、
不
幸
な
生
い

立
ち
の
彼
は
ホ
ー
ム
レ
ス
の

人
達
を
助
け
て
ほ
し
い
と
し

き
り
に
言
っ
て
い
た
。
彼
自

身
、
空
腹
に
悩
み
、
公
園
の

水
を
飲
ん
で
何
日
も
飢
え
を

凌
い
で
い
た
。
初
め
て
白
川

公
園
で
お
に
ぎ
り
を
配
っ
た

時
、
た
く
さ
ん
の
人
が
小
さ

な
小
屋
を
建
て
て
暮
ら
し
て

い
る
の
に
大
変
驚
い
た
。
こ

の
青
年
は
出
会
っ
た
時
か
ら

信
仰
を
求
め
て
お
り
、後
日
、

ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

の
霊
名
で
洗
礼
の
恵
み
を
頂

き
、
１
９
９
８
年
に
30
歳
の

時
白
血
病
で
亡
く
な
っ
た
。

「
お
に
ぎ
り
配
り
」
の
経
過

を
記
す
と
、
①
彼
と
さ
さ
や

か
に
お
に
ぎ
り
配
り
を
始
め

て
か
ら
、
ま
も
な
く
教
会
で

お
に
ぎ
り
を
作
り
配
る
こ
と

に
な
っ
た
。
②
マ
ザ
ー
テ
レ

サ
の
宣
教
会
か
ら
毎
週
バ
ナ

ナ
が
大
量
に
寄
付
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
白
川
公
園
に

並
ぶ
人
が
700
人
を
超
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
③
お
に
ぎ
り

配
り
が
教
会
か
ら
我
が
家
に

戻
っ
た
。
配
る
前
に
ホ
ー
ム

レ
ス
の
人
達
を
神
に
委
ね
聖

母
の
助
け
を
願
っ
て
、
ロ
ザ

リ
オ
一
環
の
お
祈
り
を
し
て

か
ら
出
発
し
た
」。
④
愛
知

万
博
の
関
係
で
公
園
や
高
速

道
路
の
下
か
ら
ホ
ー
ム
レ
ス

の
小
屋
が
撤
去
さ
れ
配
る
場

所
が
丸
田
町
に
変
わ
っ
た
。

⑤
２
０
０
７
年
、
ホ
ー
ム
レ

ス
の
人
数
が
減
り
、
お
に
ぎ

り
配
り
も
月
４
回
か
ら
２
回

に
な
っ
た
頃
イ
ラ
ン
人
夫
婦

（
奥
さ
ん
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
）

が
手
伝
い
を
申
し
出
た
。
そ

し
て
月
１
回
彼
ら
は
、
100
個

の
お
に
ぎ
り
と
茹
で
卵
も
配

る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し

イ
ラ
ン
人
の
彼
は
学
生
だ
っ

た
為
２
年
後
母
国
へ
帰
っ
て

行
っ
た
。
⑥
２
０
１
４
年
12

月
が
最
後
の
「
お
に
ぎ
り
配

り
」と
な
っ
た
。「
約
22
年
間
、

一
度
も
天
候
や
個
人
的
な
事

情
で
『
お
に
ぎ
り
配
り
』
を

中
止
す
る
事
が
な
く
神
様
、

マ
リ
ア
様
に
感
謝
で
す
。
私

達
は
、
た
だ
、
お
に
ぎ
り
を

配
っ
た
だ
け
で
す
。
多
く
の

人
の
ご
支
援
、
ご
協
力
が

あ
っ
て
続
け
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
改
め
て
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。」
と

そ
し
て
最
後
に
「
ホ
ー
ム
レ

ス
の
人
の
み
な
ら
ず
、
社

会
の
中
で
苦
し
ん
で
い
る
多

く
の
人
に
対
し
、
無
関
心
で

は
な
く
心
を
寄
せ
て
助
け
合

う
事
が
大
切
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
の
言
葉
で
御
夫
婦
の

お
話
は
終
わ
り
ま
し
た
。

３
月
よ
り
改
修
工
事
が
進

め
ら
れ
て
き
た
名
古
屋
教
区

司
教
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
が
６
月
22
日
に
完
了
し

た
。今

回
の
主
な
工
事
は
高
齢

を
迎
え
た
司
祭
の
住
居
と
な

る
部
屋
を
新
設
し
た
ほ
か
、

司
教
の
執
務
室
も
新
し
く
設

け
ら
れ
て
い
る
。

更
に
居
間
や
食
堂
な
ど
も

大
幅
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
玄
関
を
は
じ
め
車
い

す
の
駐
車
場
も
併
設
さ
れ
て

い
る
他
、
障
害
者
が
ス
ム
ー

ズ
に
司
教
館
に
出
入
り
す
る

な
め
ら
か
な
ス
ロ
ー
プ
も
新

設
さ
れ
て
い
る
等
、
心
配
り

が
や
さ
し
い
司
教
館
と
な
っ

て
い
る
。

名
古
屋
教
区
司
教
館

が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
司
教
館
の
全
景

ひ
と
り
の
不
幸
な
生
い
立
ち
の
貧
し
い
青
年

と
の
出
会
い
の
中
に
信
仰
を
見
つ
け
た

（
あ
る
御
夫
婦
の
22
年
間
に
渡
る「
お
に
ぎ
り
配
り
」）

今
年
、
金
銀
祝
の
記
念
ミ

サ
と
祝
賀
会
は
来
る
７
月
５

日
午
後
２
時
よ
り
布
池
教
会

司
教
座
聖
堂
で
行
わ
れ
ま

す
。
敬
称
略
。

金
祝

（
神
言
修
道
会
）

　

大
橋
嘉
男
神
父

　

七
種
照
夫
神
父

銀
祝

（
名
古
屋
教
区
）

　

椎
尾
匡
文
神
父

（
カ
ル
メ
ル
会
）

　

三
上
和
久
神
父

修
道
者
・
奉
献
生
活
者

金
祝

（
ド
ミ
ニ
コ
会
）

　

Ｓ
ｒ
・
斉
藤
千
鶴
子

　

Ｓ
ｒ
・
能
登
原
典
子

（
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
）

　

岡
田
喜
美
江

　

清
水
渓
子

　

庄
子
多
賀
子

　

竹
村　

静

　

前
田
謁
子

司
教
叙
階
・
修
道
誓
願
・
奉
献
生
活
者
の�

金
銀
祝
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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二
〇
一
五
年

　
名
古
屋
教
区
年
間
テ
ー
マ

二
人
ま
た
は
三
人
が
わ
た
し
の
名
に
よ
っ
て
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、

　
　
　
　
　
わ
た
し
も
そ
の
中
に
い
る
の
で
あ
る

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
誕

生
し
た
「
共
助
組
合
」
の
半

世
紀
に
わ
た
る
足
跡
な
ど
を

綴
っ
た
ま
と
め
が
出
来
上

が
っ
た
。
こ
れ
は
農
林
中
金

の
古
江
晋
也
氏
か
ら
「
も
う

一
つ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
ユ
ニ
オ

ン
」
を
補
正
し
た
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
で
始
ま
っ
た
金
融
組

織「
日
本
共
助
組
合
半
世
紀
」

の
論
文
。

組
合
員
の
歴
史
を
振
り
返

り
消
費
者
金
融
市
場
を
考
え

る
上
で
も
参
考
資
料
と
な

る
。紙

面
の
都
合
で
紹
介
は
出

来
な
い
が
全
13
ペ
ー
ジ
に
亘

る
文
献
で
す
。
ご
関
心
の
あ

る
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
が
広
め
た
金

融
組
織
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

要
旨「ク

レ
ジ
ッ
ト
ユ
ニ
オ
ン
」

（
共
助
組
合
）
と
呼
ば
れ
る

協
同
組
織
形
態
の
金
融
機
関

が
戦
後
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
内
で
誕
生
し
た
。
共

助
組
合
は
相
互
扶
助
の
観
点

か
ら
信
徒
の
日
常
の
経
済
問

題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
立
さ
れ
、
最
盛
期
に
は

66
組
合
、
１
万
人
弱
の
組
合

員
に
ま
で
拡
大
し
た
。
し
か

し
法
律
上
、
貸
金
業
者
（
後

に
特
定
非
営
利
金
融
法
人
）

と
し
て
運
営
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
た
日
本
共
助
組
合
は

貸
金
業
法
の
完
全
施
行
（
２

０
１
０
年
）
を
受
け
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
役
員
に
過
大
な

責
任
と
事
務
管
理
コ
ス
ト

を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
こ

と
、
後
継
者
不
足
な
ど
か
ら

２
０
１
３
年
１
月
、
貸
金
業

登
録
を
抹
消
し
た
。「
日
本

最
大
か
つ
最
古
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ

ン
ク
」
で
あ
っ
た
日
本
共
助

組
合
の
足
跡
は
、
ま
さ
に
苦

難
の
連
続
で
あ
っ
た
が
、
組

合
員
の
力
で
社
会
的
弱
者
や

マ
イ
ノ
リ
テ
イ
ー
を
支
援
し

て
き
た
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。
格
差
が
拡
大
し
、
貧
困

の
台
頭
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

今
日
、
同
組
合
の
歴
史
を
振

り
返
る
こ
と
は
消
費
者
金
融

市
場
を
考
え
る
上
で
も
大
き

な
示
唆
を
与
え
る
と
考
え
ら

れ
る
。
詳
細
は
資
料
を
お
読

み
下
さ
い
。

新
刊
書
の
ご
案
内

“
平
和
は
手
で
作
る
も
の
で

す
”“
平
和
の
工
場
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
”

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

�

講
話
集
２

�

（
ペ
ト
ロ
文
庫
最
新
刊
）

２
０
１
４
年
内
の
発
言
を

ま
と
め
た
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
の
講
話
集
最
新
版
。

ヨ
ハ
ネ
二
十
三
世
と
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
列
聖
式

ミ
サ
説
教
、
聖
地
訪
問
の
講

話
や
説
教
、
韓
国
で
の
列
福

式
ミ
サ
や
ア
ジ
ア
ン
ユ
ー
ス

デ
ー
の
ミ
サ
説
教
、
そ
し
て

人
間
の
弱
さ
陥
り
や
す
い
悪

を
15
の
病
と
し
て
挙
げ
、
個

人
の
成
長
と
組
織
の
健
全
化

を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
つ
つ
も

力
強
く
訴
え
話
題
を
呼
ん

だ
、
教
皇
庁
長
官
及
び
議
長

へ
の
降
誕
祭
の
あ
い
さ
つ
な

ど
を
収
録
。
３
６
８
ペ
ー

ジ　

本
体
１
２
０
０
円
＋
税

問
い
合
わ
せ
、
ご
注
文
は
カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
出
版

部
〒
１
３
５

－
８
５
８
５

東
京
都
江
東
区
潮
見
２

－

１

０

－

１
０
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館

☎
０
３

－

５
６
３
２

－

４
４

２
９
・
Ｆ
ａ
ｘ
０
３

－

５
６

３
２

－

４
４
５
６

新
刊
書
の
ご
案
内

キ
リ
ス
ト
の
神
秘
を
祝
う

本
書
は
「
典
礼
暦
年
の
霊

性
と
司
牧
」（
２
０
０
９
年
）

及
び
「
典
礼
暦
年
と
信
心
」

（
２
０
１
０
年
）
の
テ
ー
マ

で
開
催
さ
れ
た
全
国
典
礼
担

当
者
会
議
で
の
講
演
の
記
録

で
す
。「
典
礼
憲
章
」
の
精

神
に
基
づ
い
て
刷
新
さ
れ
た

典
礼
暦
年
の
霊
性
と
、
典
礼

と
の
結
び
つ
き
を
忘
れ
ず
に

適
切
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
で

信
仰
生
活
を
豊
か
に
す
る
信

心
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
の
格

好
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
多

く
の
方
に
お
勧
め
で
き
る
書

籍
で
す
。

問
い
合
わ
せ
、
ご
注
文
は
カ

ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
出
版

部
〒
１
３
５

－

８
５
８
５

東
京
都
江
東
区
潮
見
２

－

１

０

－

１
０
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館

☎
０
３

－

５
６
３
２

－

４
４

１
１
・
Ｆ
ａ
ｘ
０
３

－

５
６

３
２

－

４
４
５
６

共
助
組
合
の
半
世
紀
を
描
く

�
教
会
で
始
ま
っ
た
金
融
機
関
の
足
跡

り
、
汗
ば
む
陽

気
と
な
っ
た
。

会
場
で
は
冷
た

い
飲
み
物
や
か

き
氷
等
が
大
人

気
で
し
た
。
主

催
し
た
の
は
わ

だ
ち
ま
つ
り
実

行
委
員
会
Ａ
Ｊ

Ｕ
自
立
の
家
後

援
会
等
。

午
前
11
時
に

実
行
委
員
長
の

小
島
功
氏
が

開
会
宣
言
を
述

べ
て
幕
を
開
け

た
。
会
場
は
所
狭
し
と
テ
ン

ト
が
張
ら
れ
、
そ
の
下
で
は

模
擬
店
が
並
び
、
香
ば
し
い

香
り
が
辺
り
一
面
に
広
が
り

食
欲
を
そ
そ
る
。
冷
え
た
ワ

イ
ン
も
ビ
ー
ル
も
ど
ん
ど
ん

出
回
っ
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ

カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
名
古
屋

や
名
古
屋
教
区
聴
覚
障
害
者

の
会
等
も
出
店
し
た
。

恵
方
町
教
会
内
の
ホ
ー
ル

で
は
バ
ザ
ー
が
開
か
れ
、
会

場
を
訪
れ
た
方
々
は
お
目
当

て
の
品
を
購
入
し
て
い
た
。

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は

中
部
楽
器
技
術
専
門
学
校
の

学
生
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏
な

ど
が
開
か
れ
た
。
ま
た
「
ア

ジ
ュ
ラ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

踊
り
も
繰
り
広
げ
ら
れ
会
場

は
一
気
に
盛
り
上
が
っ
た
、

そ
し
て
30
回
の
節
目
を
迎

え
た
事
を
記
念
し
て
、
長
年

協
力
し
て
き
た
宣
教
司
牧
評

議
会
城
東
ブ
ロ
ッ
ク（
南
山
、

東
山
、膳
棚
、恵
方
町
、平
針
、

名
東
）の
小
教
区
代
表
者
と
、

わ
だ
ち
祭
り
を
盛
り
上
げ
て

き
た
協
力
団
体
の
方
々
に
そ

れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が

小
島
実
行
委
員
長
よ
り
贈
呈

さ
れ
た
。
最
後
は
大
人
気
の

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
、

豪
華
商
品
を
当
て
よ
う
と
、

大
人
も
子
供
も
真
剣
な
表
情

で
カ
ー
ド
を
覗
き
込
ん
で
い

た
。午

後
２
時
Ａ
Ｊ
Ｕ
自

立
の
家
常
務
理
事
の
江

戸
徹
氏
が
こ
れ
ま
で
の

感
謝
の
意
を
述
べ
て
閉

会
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

今
年
も
地
域
の
人
々
に

親
し
ま
れ
、
様
々
な
人

が
気
楽
に
交
流
で
き
た

楽
し
い
30
回
記
念
の
わ

だ
ち
ま
つ
り
も
幕
を
閉

じ
た
。

30
回
目
を
迎
え
た
「
わ
だ

ち
ま
つ
り
」
が
５
月
24
日
、

社
会
福
祉
法
人
Ａ
Ｊ
Ｕ
自
立

の
家
サ
マ
リ
ア
ハ
ウ
ス
（
名

古
屋
市
昭
和
区
）
と
恵
方
町

教
会
内
で
開
か
れ
た
。

今
年
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
「
30
回
だ
ヨ
！
全
員
集

合
」。当日

は
五
月
晴
れ
に
な

第
30
回
わ
だ
ち
ま
つ
り

　
「
30
回
だ
ヨ
！
全
員
集
合
」

30回わだちまつり開催の御礼（謝辞）
　5月24日（日）わだちまつりは、心配された前日までの予報を覆すほどの好天に恵まれ、
多数のお客様などご来場いただきまして賑やかに開催され、無事終了することができました。
　当日の運営としては、多数の物品等協賛なされた企業や店舗様ならびにカトリック恵方町
教会はじめ各団体様の出店、さらに当日私たち AJU の障害ある仲間や支援者とともに手伝っ
てくださった多数の学生を中心に、企業あるいは地域団体など200名を超えるボランティア
の皆さん、および地域住民の皆様によるご理解とご協力の下で開催できたことに厚く御礼申
し上げます。
　もうひとつ恵方町教会聖堂前ステージでは、例年好評の中部楽器技術専門学校ビッグバン
ド演奏から始まり、サマリアハウス福祉ホーム入居者・寺島祥文さんの歌声に惚れて、ジャ
ズバンド「SWING」の若さ溢れる演奏を楽しんでいただいたあと、まつり恒例の AJU どま
つりチーム「あじゅら」演舞を披露して最後のビンゴゲーム大会では、特賞が USJ ペアチケッ
トなど豪華景品が当たるごとに歓声が上がるなど、こちらも多くの人垣ができ大いに賑わい
ました。
　ステージではそれに加えて、まつり運営母体の AJU 自立の家が今年法人設立25周年を迎
えるとともに、わだちまつりはその前身である「わだち作業所」時代から開催されている伝
統ある行事の一つとして30回を迎えました。その節目として30回の長きにわたりボランティ
ア参加している方々に、感謝状を手渡す表彰式も、わずかな時間ですが開催することができ
ました。
　振り返れば、まつりの看板であるバザー・模擬店・ステージとも、無理なく運営された結
果に感謝いたします。関わっていただけた皆様のご協力ご支援ありがとうございました。
　来年も「わだちまつりは賑やかで楽しい！」の期待に添えるよう準備いたしますので、ご
参加ご来場をお待ちしております。またバザー用品については今から保管して次回ご提供く
ださい。本当にありがとうございました。
� （わだちまつり実行委員長・小島　功）

第30回教区「障害者のつどい」のご案内
　教区「障害者のつどい」は、今年で30回を数えます。今回は「障害をわ
かちあおう」～視覚障害とは～をテーマに、体験して初めてわかる「相手の
立場になって考えてみる」ということを、ご一緒に考えてみたいと思います。

記
日　時　7月19日（日）午前11時30分（受付開始）～午後4時30分（終了予定）
場　所　カトリック聖心教会　〒471-0844 豊田市聖心町4丁目44-13
　　　　TEL 0568-28-0970　FAX 0565-24-7511
　　　　最寄り駅 : 名鉄三河線　土橋駅下車15分
テーマ　「障害をわかちあおう」～視覚障害とは…体験学習～
講　師　富永　諒 氏（教区障害者連絡会役員）　　　　
ミ　サ　松浦悟郎司教司式
参加費　大人1,200円　中高生700円　小学生以下無料
申込期限　7月6日（月）配布済みの申込用紙にご記入の上お送り下さい。
共　催　教区障害者連絡会、教区社会福祉委員会　　　
後　援　司祭協議会、修女連、教区信徒協
申込先　教区障害者連絡会（ファクスか郵送でお願いします）
　　　　〒466-0037 名古屋市昭和区恵方町2-15 社会福祉委員会内
　　　　FAX 052-852-1422　TEL 052-852-1426

東日本大震災・災害支援金の報告
社会福祉委員会

発災時より社会福祉委員会へ振込まれた支援金の会計報告
（1）会計報告� （2011.3.7～2015.6.7）
 （収入）小教区からの支援金総額� ２２，２５０，９５６　
 （支出）カリタスジャパンへ振込� ９，５００，０００　
 　さいたま教区へ振込� １，０００，０００　
 　オールジャパン会議交通費� １２３，６２０　
 ＊大阪教会管区大船渡プロジェクト支援� ９，５８５，７７４　
 　大船渡ベースへ車いす4台寄贈� １２３，２００　
 　大船渡ベースへ（デジタル）ピアノ寄贈� ５８，８００　
 　ボランティア交通費補助� ４１１，１５０　
 　　　　支援金残高� １，４４８，４１２円

（2�）前月報告（2015.5.10）から2015.6.7までに寄せられた募
金の件数と金額
　　　１件　５６，４３０円　（振込手数料引去後の金額）
　ご協力いただいた方々（個人・団体・敬称略）
　　　金沢教会

（3）支援金振込先
　郵便振替用紙にて
　　口座番号　００８８０－６－１６２８
　　名義　　　�カトリック名古屋教区 

社会福祉委員会
　�「東日本大震災・災害支援金」と記入願い

ます
★�名古屋教区は「カリタス大船渡ベース・地

ノ森いこいの家」と NPO 法人「障がい者
自立センターかまいし」を応援しています。
皆様から寄せられた支援金は大阪教会管区
大船渡プロジェクト支援に送金する事によ
り、カリタス大船渡ベースの運営ために使
用されています。

★�ボランティアに関するお問合せは下記まで
お尋ね下さい。

　　社会福祉委員会（担当：村上）
　　電話 052-852-1426
　　FAX 052-852-1422
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第68回侍者会
テーマ　友達の橋
日　程　8月3日（月）午前9時～8月5日（水）午後5時
募集人員　30人
対象学年　小学4年生～中学3年生（高一以上のスタッフも募集）
協賛費　5千円
場　所　神言神学院
申込方法　�主任司祭を通して、申込用紙に記入後、郵送又は

FAX 送信。
締め切り　7月17日（金）（必着）
　　　　定員になり次第締め切りとさせていただきます。
連絡先　第68回侍者会総務　トゥ・ダン・フック
　　　　�〒466-0823 名古屋市昭和区八雲町70番地の9　 

神言神学院　☎052-832-2082、FAX 052-835-3127

アヴィラの聖テレジア生誕500周年記念
４回の講話と黙想会案内
（2014年10月15日～2015年10月15日）

「教会博士である聖女に学ぶ祈りと自己探求」
　アヴィラの聖テレジア生誕500周年記念に当たりこの聖人が
私たちに教えてくれた祈りの実践を学ぶべく全4回の黙想会
を開催します。一人でも多くの方の参加をお待ちしています。
黙想会日程　第4回　�10月16日（金）～17日（土）「神との一致の祈り」
　　　　尚、4回目は一泊二日の黙想会を予定しています。
指導司祭　�ヘリ・ティブルティウス神父（神言修道会日本管区修練長）
時　間　毎回午前10時～午後4時（予定）
場　所　カトリック多治見教会　2階205室
持ち物　聖書、筆記用具、ロザリオ等　参加費　各回1,000円
その他　�昼食はお弁当をご用意ください。お茶その他はこ

ちらで準備します。
申込先　神言会多治見修道院研修センター
　　　　☎0572-22-2038　Fax 0572-22-2076
　　　　�出来れば一週間前までにお申し込みください。黙想

のために個室を希望される方、宿泊を希望される方は
その旨お伝えください。（個室1,500円、宿泊2,500円）
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達成率
約67.7％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

531件 27‚074‚856円
（5月末）目標額 40,000,000円
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を
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に

　
を

神言会多治見修道院・黙想会
閑静な場所、広い院庭で黙想と心身の保養を！

7月11日㈯ 10：00～12日㈰ 16：00� 指導：及川神父　
　　�イエスは語る「あなたは自分の周りをどのように見て
いますか」と。� 対象：信徒　　　

8月8日㈯ 10：00～8月9日㈰ 16：00� 指導：及川神父　
　　�イエスは語る「あなたは病気をしたとき自分の体を�
どのように思いましたか」と。� 対象：信徒　　　

料　金　宿泊費2,500円＋指導者への謝礼＋自由献金
食　事　仕出し弁当又はスーパーで購入。
申込み　神言会多治見修道院研修センター（9時～16時30分）
　　　　☎0572-22-2038／ Fax 0572-22-2076
　　　　携帯電話 090-7696-8089

2015年度　家庭委員会主催

家庭委員会主催の新テーマ

「この道を歩んで」が始まりました。
～6人のシスターが語る自分史（家庭と召命）～
開催日　7月11日（土）、9月12日（土）、10月10日（土）
時　間　毎回午後1時30分～3時30分
会　場　聖パウロ女子修道会名古屋修道院（聖パウロ書院）
　　＊参加費無料、＊一回だけでも参加できます。
　　＊事前申し込みの必要はありません。
問合せ　椎尾匤文神父（東山教会 ☎052-781-6514）

聖パウロ女子修道会（パウロ書院）のお知らせ

“ご一緒に、ロザリオの祈りをしましょう！”
シスターたちがお祈りしている修道院のチャペルで、ご一緒に
ロザリオの祈りをしませんか。まだロザリオを一度も唱えたこ
とがない方や、お祈りのしかたがわからない方、どなたでもご
自由に参加できます。どんなことでも、ロザリオの祈りをとおし
て聖母マリアに打ち明け、恵みをとりついでいただきましょう。
日　時　7月12日（日）　午後2時～（40分程）
場　所　聖パウロ女子修道会（聖パウロ書院）
　　　　名古屋市東区葵1-13-2　TEL. 052-936-4443

信仰教育委員会主催
神学講座～「教会の教え」を学ぶ～

4月より新しく神学講座が始まりました。信徒の皆さんご
参加ください。
開催日　�7月11日（土）、9月12日（土）、10月10日（土）、 

11月14日（土）、12月12日（土）、2016年1月9日（土）、
2月13日（土）

時　間　毎回午後1時30分～3時30分。但し8月は休講。
講　師　浅井太郎 師
会　場　カトリック名古屋教区センター2階中会議室
対　象　�将来小教区で教話担当者として奉仕する意欲のあ

る信徒。受講に際しては所属教会主任司祭の推薦
を必要とします。

受講料　3,000円（全10回）
問合せ　椎尾匤文神父（東山教会 ☎052-781-6514）

青年のための聖書の学び
青年たちと共に名前を考えることから始めます。名前はま
だ決まっていません。
対　象　18歳から30歳くらいの青年とします。
開催日　7月19日（日）マルコによる福音書４章
　　　　8月22日（土）愛知県陶磁美術館（陶芸館）に遠足。
　　　　�黙想会　�9月21日（月・敬老の日）～22日（火・国民の

休日）
　　　　指導者：�溝部脩司教（望洋庵・庵主）このコース

の締めくくりです。
時　間　各回、14時から16時。終了後パスタの軽食有り。
　　　　申し込みは不要。軽食は自由参加で自由献金。
場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会（名古屋修道院）
　　　　名古屋市千種区園山町1-56　☎ 052-782-5850
　　　　担当：シスター　碇（いかり）政子
　　　　ホームページ：htpp://www.concepcionistas.jp/

TOMO NO KAI（共の会）
 CONSULTA & SERVICIO TELEFÓNICO
Lunes a Viernes：10：00 am ～16：30 pm
Dirección：�460-0002 Mikokoro Center 4F 

Nagoya-shi Naka-ku, Marunouchi 3-6-43
Teléfono ０５２－９５３－９４８０?

PORQUÉ NO CONSULTA?
-	Sobre el proceso de casamiento con Japonés y de Visa.
-	Para el tratamiento médico.
-	Sobre la familia y vida cotidiana.
-	Si necesita intérprete para el abogado defensor.
-	Por el intérprete por teléfono para Hospital, oficina, etc.
	 Cómo brindamos apoyo para la familia y nños deportados.
   • ‌�Lengua ofrecidas: Español, Portugués, Inglés, Tagalog, 
Japonés y otros ...
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